
農
業
資
源
の
活
用
も
視
野
に
、
環
境
対
応
と
産
業
高

度
化
を
通
じ
た
さ
ら
な
る
経
済
発
展
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
合
同
委
員
会
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
モ

デ
ル
の
実
現
を
政
府
と
と
も
に
目
指
す
タ
イ
工
業
連

盟
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
電
気
自
動
車
、
電

力
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
観
光
な
ど
幅
広
い

分
野
に
お
け
る
日
タ
イ
の
産
業
協
力
の
可
能
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
両
国
の
貿
易
投
資
関
係
の
強
化
を
テ
ー
マ

に
、
デ
ジ
タ
ル
貿
易
や
、
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経

済
連
携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）な
ど
多
国
間
経
済
枠
組
み
に
お

け
る
両
国
連
携
の
推
進
に
加
え
て
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
な
海
上
物
流
の
構
築
、グ
ロ
ー
バ
ル・サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
支
え
る
工
業
団
地
の
活
用
、
タ
イ
に
地
域

統
括
拠
点
を
設
置
す
る
利
点
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例

を
交
え
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
と
も
収
穫
で
あ
っ
た
。

主
要
閣
僚
か
ら
示
さ
れ
た 

日
本
へ
の
強
い
期
待

　

合
同
委
員
会
に
先
立
ち
、
プ
ラ
ユ
ッ
ト
首
相
、
ジ

ュ
リ
ン
副
首
相
兼
商
務
大
臣
、
ス
パ
ッ
タ
ナ
ポ
ン
副

首
相
兼
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
、
ナ
ッ
タ
ポ
ン
工
業
次
官

を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

タ
イ
は
、
地
政
学
的
位
置
付
け
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
要
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い

存
在
感
を
示
し
、
成
長
を
続
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

連
結
性
強
化
の
観
点
か
ら
、
日
本
と
タ
イ
は
、
二

国
間
は
も
と
よ
り
、
多
国
間
の
経
済
枠
組
み
で
も
連

携
・
協
力
を
一
層
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
急
務
と
な
る
気
候
変
動
対
策
や
循
環
型

経
済
の
構
築
は
、
一
国
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

　

タ
イ
は
、
製
造
業
を
中
心
に
約
６
０
０
０
社
の
日

本
企
業
が
集
積
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
要
と
な

っ
て
い
る
。
昨
今
、
大
国
間
の
競
争
激
化
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
国
際
環
境
は
変
化
し
て
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
は
重
要
性

を
増
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
日
タ
イ
貿
易
経
済
委
員
会
は
タ
イ

へ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
、
合
同
会
議
の
開
催
や
政

府
要
人
へ
の
表
敬
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経

済
モ
デ
ル
（
注
１
）の
実
現
に
向
け
て
産
業
構
造
の
変
革
を
推

進
す
る
タ
イ
の
経
済
発
展
戦
略
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
日
タ
イ
双
方
の
経
済
発
展
に
資
す
る
企
業
の
事

業
展
開
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

第
24
回
日
タ
イ
合
同
貿
易
経
済
委
員
会

を
開
催 

新
た
な
産
業
協
力
の
可
能
性
を
議
論

　

３
月
16
日
、
タ
イ
商
業
・
工
業
・
金
融
合
同
常
任

委
員
会（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｂ
）と
と
も
に
、
８
年
ぶ
り
に

開
催
し
た
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
側
約
40
人
、

タ
イ
側
約
60
人
が
、
今
後
の
日
タ
イ
経
済
関
係
の
拡

大
に
向
け
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

　

タ
イ
は
、
長
期
国
家
戦
略
「
タ
イ
ラ
ン
ド
４
・

０
」
の
も
と
、
２
０
３
６
年
ま
で
の
高
所
得
国
入
り

を
目
標
に
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
へ
の
移
行
と
そ
れ
を
担

う
次
世
代
産
業
の
育
成
を
柱
と
す
る
産
業
構
造
の
転

換
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
部
３
県
（
注
２
）に
ま
た
が
る

東
部
経
済
回
廊（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）を
特
定
投
資
優
遇
地
域
に

指
定
す
る
な
ど
、
外
国
投
資
を
積
極
的
に
誘
致
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
１
月
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経

済
モ
デ
ル
を
公
表
し
、
タ
イ
の
強
み
で
あ
る
豊
富
な

鈴
すずき

木 純
じゅん

日タイ貿易経済委員長
帝人取締役シニア・ア
ドバイザー

鈴
すずき

木善
よしひさ

久
審議員会副議長
日タイ貿易経済委員長
伊藤忠商事専務理事

日タイは重要な�
パートナーとして、�
グローバルな課題�
解決に取り組む
─�訪タイ・ミッションを派遣

報
告
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て
、
日
本
の
積
極
的
な
投
資
に
対
す
る
期
待
が
重
ね

て
表
明
さ
れ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｄ
Ａ　

 

タ
イ
ラ
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
視
察

　

今
回
、
タ
イ
国
立
科
学
技
術
開
発
庁（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｄ

Ａ
）の
研
究
施
設
、
タ
イ
ラ
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク（
Ｔ
Ｓ
Ｐ
）を
視
察
す
る
機
会
を
得
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｐ

は
、
２
０
０
２
年
に
タ
イ
初
の
民
間
企
業
向
け
総
合

研
究
団
地
と
し
て
設
立
さ
れ
、
民
間
企
業
の
活
動
を

支
援
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
機
能
を
担
っ
て

い
る
。
食
品
か
ら
健
康
、
医
療
、
バ
イ
オ
、
電
気
製

品
、
蓄
電
池
に
至
る
幅
広
い
領
域
で
研
究
開
発
が
行

わ
れ
、
市
場
投
入
に
向
け
た
性
能
試
験
な
ど
も
実
施

題
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
を
目
指
す
タ
イ
と
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）を
推
進
す

る
日
本
の
成
長
戦
略
は
合
致
点
が
多
く
、
連
携
・
協

力
の
余
地
は
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
日
本
側
か
ら
は
、
各
種
の

経
済
枠
組
み
を
活
用
し
て
貿
易
投
資
関
係
の
強
化
を

図
る
こ
と
、
気
候
変
動
対
策
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強
靭
化
な
ど
の
主
要
課
題
に
日
タ
イ
が
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、

プ
ラ
ユ
ッ
ト
首
相
は
じ
め
各
閣
僚
か
ら
は
、
タ
イ
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
や
、
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
な
ら
び
に
イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組
み（
Ｉ

Ｐ
Ｅ
Ｆ
）の
も
と
で
日
本
と
協
力
し
て
い
く
考
え
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
モ
デ
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
電
気
自
動
車
、
ス
マ
ー
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
等
の
新
産
業
や
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い

で
き
る
。
同
施
設
は
「
タ
イ
ラ
ン
ド
４
・
０
」
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
企
業
の
積
極
的
な
参
画
に

期
待
が
示
さ
れ
た
。

持
続
的
な
成
長
実
現
に
向
け
て
、 

日
タ
イ
連
携
・
協
力
の
加
速
を

　

日
本
の
タ
イ
へ
の
累
積
投
資
額
は
国
別
で
圧
倒
的

首
位
で
あ
る
も
の
の
、
近
年
、
中
国
な
ど
の
追
い
上

げ
に
よ
り
、
日
本
の
存
在
感
は
相
対
的
に
低
下
し
つ

つ
あ
る
。
一
連
の
行
事
を
通
じ
て
、
タ
イ
の
産
学
官

の
関
係
者
と
議
論
を
行
う
中
で
、
両
国
の
絆
の
強
さ

と
タ
イ
側
の
日
本
企
業
と
の
連
携
・
協
力
に
対
す
る

強
い
意
欲
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
本
企
業
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
事
業
活
動
を

展
開
し
、
タ
イ
と
の
間
で
信
頼
と
い
う
大
き
な
財
産

を
築
き
上
げ
て
き
た
。
プ
ラ
ユ
ッ
ト
首
相
か
ら
は
、

政
治
情
勢
に
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
行
の
政

策
は
国
家
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
変
わ

ら
ず
遂
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
と
の
力
強

い
言
葉
を
得
た
。
近
く
実
施
さ
れ
る
総
選
挙
に
つ
い

て
も
関
心
を
持
っ
て
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
信
頼
関
係
を

基
盤
に
、
今
後
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
タ
イ

と
の
間
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
タ
イ
貿
易
経
済
委
員

会
と
し
て
は
引
き
続
き
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、

二
国
間
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
強
化
と
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
。

（
注
１
）�Ｂ
Ｃ
Ｇ
経
済
モ
デ
ル
：
バ
イ
オ
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
、
グ
リ
ー
ン

の
３
分
野

（
注
２
）�東
部
３
県
：
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
、
チ
ャ
チ
ュ
ン
サ

オ
県

プラユット首相（右から３人目）とスパッタナポン副首
相兼エネルギー大臣（同2人目）

左から鈴木善久委員長、ジュリン副首相兼商務大臣、鈴木純委
員長
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